
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート 

 

 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 見学者リスト有 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） ☑ □ □ 肥料展示 10月 

廃棄証明証の提出 □ ☑ □ マニフェスト 

法令の相談にのっている ☑ □ □ 収集運搬業者 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） □ ☑ □  

排出事業者に出向いて分別教育 □ ☑ □ 収集運搬業者 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

□ ☑ □  

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □  

製品製造の販売実績等を報告 ☑ □ □ 大手食品工場 2

社 

インターネットによる情報公開（見える化） □ □ ☑ 今後ＨＰ作成検

討（現在、岩手

優良産廃認定で

公開） 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 分析表確認 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ ４名の営業担当

で実施 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 □ □ ☑  

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

□ ☑ □  

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

☑ □ □ 米農家飼料米検

査等補助金 

調査年月日 調査対象 調査者  

2019/11/28 
会社名 

㈱岩手環境事業センター 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

 

実施確認の 

結果評価 
評価  合格・不合格 



生産者の活動をＰＲ支援 □ ☑ □  

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 草刈り・肥料散

布 

 □ □ □  

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □ 北上市ごみ処

理、花いっぱい

運動（花壇に肥

料寄付） 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □  

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） □ ☑ □  

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 □ □ □ 事務所改築・研

修室を活用して

ＰＲを検討 

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □  

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 黒岩地区運動会

（大人・こども）

道路ゴミ拾い他 

住民説明会の実施（定期・随時） ☑ □ □ 黒岩地区環境対

策委員会 9名

（うち北上市 2

名）実施 

イベントの開催または支援 ☑ □ □ 黒岩地区運動会

（大人・こども）

道路ゴミ拾い他 

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ チェックリスト

を作り現場でブ

ロア運転時間を

管理（夏・冬等） 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

□ ☑ □  

 

 

□ □ □  



８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 北上市環境部 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連の会合

に参加 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □ 東北農政局から

事例発表依頼 

国や地方自治体からの専門委員委嘱 ☑ □ □ 岩手産廃育成セ

ンター、いわて

クリーン財団等 

国や地方自治体からの表彰授与 □ ☑ □ 業界団体からは

多数表彰有り。 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 立入・定期等 

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 産廃協会や全食

リ連情報 

 □ □ □  

 □ □ □  

 □ □ □  

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ ＦＲ認証取得、 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 ☑ □ □ 岩手県再生利用

認定製品取得

（肥料） 

地元研究機関や試験場と連携した高品質化・安全

性評価の向上 

□ ☑ □  

 
地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ 営業日報にて記

録 

 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

メモ 

 

研修会等

への積極

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 全食リ連セミナ

ーや産廃協会セ



参加 ミナー等 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

□ □ ☑ 事務所改築し研

修室を作ったの

で今後企画した

い。 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定・ＮＰＯリサイクルマスター検定・Ｅ

ＣＯドライブ安全認定等、他 

☑ □ □ 土壌医検定３級

から取り組んで

いる。 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □  

役員教育 食品リサイクル肥料化事業内容を全て把握し、明

確に説明できるか等の確認 

☑ □ □  

 

特記事項 

①濱田博代表取締役は、創業、昭和 61年、先代の父親と共に㈲濱田製作所（プラント設計）と㈲岩手

環境事業センターを創立、平成 18年、代表取締役就任。平成 25年 11月に合併・株式会社化、現在に

至っている。また、令和元年 4月 1日に、一般社団法人岩手県産業資源循環協会（旧・岩手産廃協会）

会長に就任、青年部会長も２期務める。岩手県条例に基づき、岩手県産業廃棄物処理業者育成センタ

ー所長（岩手県優良産廃業者育成制度）に就任、現在に至っている。地元、岩手県産廃業界からの人

望や信頼を得ていると評価できる。また全食リ連では副会長に選任され、令和元年度から肥料化部会

長に就任している。 

②「濱田式発酵乾燥処理装置」を自ら開発し、受入、仕込み、作業進捗、発酵、熟成、出庫出荷並び

に環境条件に合わせた建屋設計など現場経験に基づく工程に仕上げている。 

③収集運搬については行っておらず、地元の収集運搬業者の協力を得て食品循環資源のリサイクルを

行っている。 

④地元農家とのコミュニケーションがよく取れており、肥料の在庫もなく、受け入れと出口の需要と

供給のバランスが取れている。 

⑤特に、地元農家に対し、自社で製造した肥料を購入してもらい、同時に、納入した農家で生産され

た飼料米約 1,722㎡ 935ｔの仕入れ販売を行っている。また助成金申請の支援も行っている。 

⑥今後の目標として、更なる優秀な人材の育成と確保を上げられており、令和元年に、本社事務所を

改築し、従業員ニーズを取り入れて大幅に改善投資した。今後は、本社研修室も作ったことから、社

員教育に傾注するとともに、取引農家との勉強会も企画検討していく。 

⑦社長の片腕として 19年勤続してきた事務担当の松尾さん（女性）が、現場も把握し書類関係をしっ

かり把握・管理されていた。 



（改善・奨励事項） 

①自社プラント技術上の保全から、自社のホームページ作成に消極的であったが、業界自主基準によ

り、食品リサイクル現場の情報公開を進めて行く上で、今後，ＨＰ作成を検討することした。 

②今後、ＨＰにおいて、農家との勉強会や社員教育など情報発信に力を入れていくことが重要と感じ

る。 

 

審査風景 

 


